
契 約 変 更 年 月 日 令和8年2月4日

契 約 業 者 名 干潟造成技術検討業務　みなと総研・いであ設計共同体

契 約 業 者 の 住 所 東京都港区虎ノ門三丁目１番１０号

業 務 の 名 称 干潟造成技術検討業務

業 務 場 所 広島港湾空港技術調査事務所指定の場所

業 種 区 分 建設コンサルタント等

業 務 概 要 別紙のとおり

履 行 期 間 （ 自 ） 令和7年8月6日

履 行 期 間 （ 至 ） 令和8年3月27日

変更前の契約金額（税込み） ¥39,765,000

変 更 金 額 （ 税 込 み ） ¥2,970,000

変更後の契約金額（税込み） ¥42,735,000

変 更 理 由 別添変更理由書のとおり

（第1回、最終）契約変更の内容

（変更した内容について記述
する）



 

【別紙】 
 

 



(別紙) 

 

 

変更理由書 

 

 

１. 業 務 名  干潟造成技術検討業務 

 

２. 履行期間  令和 ７年 ８月６日 ～ 令和 ８年 ２月２７日 

 

３. 請負金額  現契約 ３９,７６５,０００ 円  

 

４. 変更理由 

本業務は、干潟造成技術検討のため、現地実証実験のモニタリング調査および既存資料の収

集・整理等、今後の干潟・浅場造成で実装を目指す要素の検討、干潟造成技術マニュアルの改

訂検討を行うものであるが、今般、以下の理由により設計図書を変更する必要が生じた。 

 

１) 室内実験内容の変更、予備実験及び現地調査の追加 

有識者より効果的な室内実験を行うため事前に予備実験等を実施すべきとの意見に基づ

き追加する。また、第1回検討会にて、室内実験計画及び現地調査追加等の意見があった

ため室内実験の変更及び現地調査等を追加する。 

 

２) モニタリング調査内容の変更 

 既設造成干潟のモニタリング調査について有識者の助言等を踏まえ、モニタリング調査

内容を変更する。 

 

３) 検討会参加者の変更 

 検討会に参加する有識者に変更が生じたため、参加する有識者の謝金及び交通費を変更

する。 

 

４) 履行期間の延伸 

第１回検討会にて、現地調査追加等の必要性について意見があり、追加で現地調査等を

実施することとなったため、令和８年３月２７日までの履行期間延長を行う。 

 

 

 

 


